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何がわかる？ どんな研究？ 

最新のスーパーコンピュータは数十万個のプロセッ

サコアを並列に動かすことで１秒間に10の15乗回以

上の演算を実行しています．しかし，システム性能は

コア間の通信遅延と消費電力により律速されつつあ

るため，さらなる劇的な性能向上が難しい状況です． 

この限界をどう突破するか？ 

スパコンのインターコネクトは，これまでトーラス，Fat

ツリーなどの強い規則性を持つトポロジが採用されて

きました．しかし，これらのトポロジでは次世代スパコ

ンのシステム要求である通信遅延1μ秒を達成するこ

とが難しい．我々は，この限界を，「ランダムにリンク

を接続したトポロジ」で突破できることを示します． 

状況設定 

スパコンのインターコネクトの現状 

● スイッチ遅延が 100ナノ秒以上 

● 多くの通信のメッセージサイズ 

  が3KB未満 

● 要求されているシステム最長 

  遅延が１μ秒 

 

本成果は東工大，東大，電通大との

共同研究であるJST CREST ULP-

HPC（電力性能比1,000倍向上）の 

ひとつの要素技術 
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スパコンのトポロジとしてランダムショートカットトポロジを探求した結果， 

■ 遅延３５％削減，スループット向上 
■ 既存のトポロジとほぼ同配線コスト 
■ 配線の柔軟性による高耐故障性のメリット有 
■ 高いスケーラビリティ 
■ ランダム性による性能差のばらつきは微小 
次世代スパコンのインターコネクトを支えることが可能 
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